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【全試合結果】
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駿河台大学

12:40

第3試合Ｂ
NO.６８ 福井クラブ 0 3 小矢部ＲＥＤ　ＯＸ

15:20

第2試合Ｂ
NO.６７ ＡＬＤＥＲ飯能 2 1

立命館大学ホリーズ

15:20

第1試合Ｂ
NO.６６ 天理大学ベアーズ 3 0 診療印刷

11:00

第4試合Ａ
NO.６５ 名古屋フラーテル 5 1

法政大学

11:10

第3試合Ａ
NO.６４ 岐阜朝日クラブ 2 1 東京農業大学

12:50

第2試合Ａ
NO.６３ 山梨学院OCTOBER　EAGLES 2 1

雨

第1試合Ａ
NO.６２ Ｓｅｌｒｉｏ島根 3 1 ＬＩＥＢＥ栃木

9:30

13 日
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【各試合の結果・詳細】
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戦評

　法政大学のセンターパスで試合が開始された。第１Ｑ開始4分、山梨学院OCTOBER
EAGLESがＰＣを獲得するが得点することができない。しかし、11分山梨学院#29小川がド
リブルで持ち込み、逆サイドでフリーでいた#11河村にパス。そのままヒットシュートを決め
先制点を挙げる。第２Ｑはお互いチャンスを活かせず１－０。山梨学院のリードで前半を
折り返す。
第３Ｑに入り、36分法政大の#11後藤が、ＰＣからシュートを決め１－１の同点に追いつく。
第４Ｑ57分山梨学院#6山崎がサークル内でパスを受け、プッシュシュートでゴールを決め
２－１とする。試合はそのまま終了し、山梨学院が勝利した。

テクニカルオフィサー 大橋俊彦
アンパイア

西山宏明
ジャッジ 蔦木　勝 野澤　達

2

浅野一生 中元大輔

分 8 敗

得点
山梨学院→11分#11河村、57分#6山崎

法政大→36分#11後藤

9 シュート数 3 1 勝 16 勝 3 分 3 敗

第2試合 Ａ

山梨学院OCTOBER　EAGLES 2 1 法政大学

得点
Ｓ島根→6分#10若槻省、23分#17糸原、33分#9内田

Ｌ栃木→16分#2藤巻

戦評

　Ｓｅｌｒｉｏ島根のセンターパスで試合が開始された。第１Ｑ5分、Ｓ島根の#10若槻省がタッ
チシュートを決め先制点を挙げる。その後は両者点数を入れることができず第２Ｑに入
る。第２Ｑ開始早々16分、ＬＩＥＢＥ栃木がＰＳを獲得。#2藤巻が決めて１－１の同点に追い
つく。23分に、Ｓ島根の#6若槻晃のセンターリングを#17糸原がタッチシュートを決め２－１
とし、S島根のリードで前半を折り返す。
第３Ｑに入り33分、Ｓ島根の#18高橋がサークル内で左逆サイドに折り返し、#9内田が冷
静にダイレクトシュートを決め３－１とする。その後は、雨の影響でグラウンド状態が悪く
なり、両者スクープからの攻撃が多くなる。なかなか得点チャンスが作れず試合終了。３
－１でＳ島根が勝利した。

テクニカルオフィサー 西松孝治
アンパイア

松原　久
ジャッジ

勝点 21 勝点 4
5 PC

11 シュート数 7
4 PC 3 0 勝 23 勝 1 分 7 敗

1 ＬＩＥＢＥ栃木

勝点 10 勝点 2
分 6 敗

第1試合 Ａ

Ｓｅｌｒｉｏ島根 3
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戦評

　立命館ホリーズのセンターパスで試合が開始された。第１Ｑ10分、名古屋Ｆの#12吉原
のリバースヒットのセンターリングを、#11川上啓がタッチシュートを決めて先制点をあげ
る。続く14分名古屋ＦがＰＣを獲得し、#9藤本が決め追加点を決め２－０とする。すぐさま
立命館大#19内田のセンターリングを#9三浦がタッチシュートを決め２－１とし、１点差に
詰め寄る。第２Ｑは、両チームとも決め手を欠き、得点することができず、名古屋Ｆの１点
リードで前半を折り返す。
第３Ｑに入り、39分名古屋Ｆの#21竹中が打ったシュートのリバウンドを#12吉原が押し込
み追加点を挙げる。更に、42分名古屋ＦがＰＣを獲得し、#16畠山がフリックシュートを決
め４－１とし、立命館大を突き放す。第４Ｑ54分、名古屋Ｆ#10山部が左サイドからのセン
ターリングを、逆サイドにいた#10山部がダイレクトで決め５－１とし４点差とする。試合終
了間際に立命館大がＰＣを獲得するなど猛攻を見せるが、得点に至らず。５－１で終了、
名古屋Ｆが勝利を収めた。

テクニカルオフィサー 大橋　守
アンパイア

近藤聡史
ジャッジ 浅野一生 木下英貴

分 2 敗

得点
名古屋Ｆ→10分#11川上啓、14分#9藤本、39分#12吉原、42分#16畠山、54分#10山部

立命館大→14分#9三浦

8 シュート数 5 6 勝 29 勝 1 分 0 敗

第４試合 Ａ

名古屋フラーテル 5

戦評

　岐阜朝日クラブのセンターパスで試合が開始された。第１Ｑ9分、岐阜朝日#7髙島がドリ
ブルで突破しＰＣを獲得。それを#17福山がプッシュシュートで決め先制点を挙げる。第２
Ｑに入り、お互いＰＣを取得するが雨の影響もあってか得点することができない。27分東
京農業大学の#1小澤が個人技で突破し、そのままヒットシュートが決まり１－１の同点と
し前半を折り返す。
第３Ｑに入り雨がひどくグラウンドコンディションが悪いため一時中断する（6分間ほど）。
試合再開し、岐阜朝日はスクープによる攻撃でチャンスを作るが、東京農大ＧＫ#22植田
のファインセーブで得点することができない。雨の降りしきる中、第４Ｑが始まる。岐阜朝
日の猛攻が続くが、グラウンドが悪くシュートまで行かない。そんな中、54分に岐阜朝日
の#27武石が水たまりで止まったボールを素早く押し込み追加点をあげ２－１とする。これ
が決勝点となり、２－１で岐阜朝日が勝利した。

テクニカルオフィサー 真　喜代司
アンパイア

高橋英行
ジャッジ 梶田賢二 穴井孟司

1 立命館大学ホリーズ

勝点 28 勝点 20
4 PC 4

分 7 敗

得点
岐阜朝日→9分#17福山、54分#27武石

東京農大→27分#1小澤

7 シュート数 2 3 勝 05 勝 0 分 4 敗

第3試合 Ａ

岐阜朝日クラブ 2 1 東京農業大学

勝点 15 勝点 9
7 PC 1
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戦評

　雨の降りしきる中、駿河台大学のセンターパスで試合が開始された。第１Ｑ9分、駿河台
がＰＣを獲得するが、ＡＬＤＥＲ飯能の堅い守りに阻まれ得点することができない。第２Ｑに
入り、20分駿河台が2回目のＰＣを獲得。#2大石がフリックシュートを決め先制点を挙げ
る。０－１で駿河台のリードで前半を折り返す。
第３Ｑ34分、ＡＬ飯能が最初のＰＣを獲得。#15大野のヒットシュートが決まり１－１の同点
とする。第４Ｑは、ＡＬ飯能が何度も駿河台のゴールを脅かすが得点出来ず。負けじと駿
河台もチャンスを作るがＡＬ飯能の堅い守りに阻まれる。そんな中、ＡＬ飯能が54分に2回
目のＰＣを獲得し、#17伊藤が決め２－１とし、逆転に成功する。試合はこのまま終了し、２
－１でＡＬ飯能が勝利した。

テクニカルオフィサー 西松孝治
アンパイア

藤原信幸
ジャッジ 苅谷和代 西澤英一郎

分 6 敗

得点
ＡＬ飯能→34分#15大野、54分#17伊藤

駿河台→20分#2大石

6 シュート数 2 2 勝 04 勝 2 分 3 敗

第２試合 Ｂ

ＡＬＤＥＲ飯能 2

戦評

　天理大学ベアーズのセンターパスで試合が開始された。雨でグラウンドコンディションが
悪い中、試合開始から激しい攻防が続く。第１Ｑの終了間際に、天理大がＰＣを獲得する
が得点することができない。両チーム一進一退の攻防が第２Ｑも続くが、両チームとも
チャンスを活かすことができず０－０で前半を折り返す。
第３Ｑ34分、天理大#11瀧澤がサークルトップでパスを受け、そのままヒットシュートを決め
先制点を挙げる。第４Ｑに入り、１点を追う診療印刷は、#6村田を中心に攻めるも天理大
の守備に阻まれ得点することができない。50分天理大の#6落合大がドリブルで切り込
み、#17福田がパスを受け、プッシュシュートを決め２－０とする。更に54分にも#17福田が
決め３－０と診療印刷を突き放し試合が終了。天理大が勝利した。

テクニカルオフィサー 大橋　守
アンパイア

渡邉道彦
ジャッジ 山本　誠 元宗宏寿

1 駿河台大学

勝点 14 勝点 6
5 PC 2

分 2 敗

得点
天理大→34分#11瀧澤、50分・54分#17福田

5 シュート数 3 4 勝 47 勝 2 分 1 敗

第１試合 Ｂ

天理大学ベアーズ 3 0 診療印刷

勝点 23 勝点 16
5 PC 2
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戦評

　小矢部ＲＥＤ　ＯＸのセンターパスにより試合が開始された。第１Ｑは、両者高い運動量
で一進一退の攻防が続く中、お互いに得点を許さない互角の展開となった。第２Ｑに入っ
て早々の16分、福井クラブのゴール前の混戦の中、小矢部Rの#4太田が決め先取点を
挙げる。更に、24分に小矢部ＲがＰＣを獲得し、#4太田がヒットシュートを決め追加点をあ
げ０－２。小矢部Ｒの２点のリードで前半を折り返す。
第３Ｑに入り、福井クは素早いパス回しで攻撃するが得点することができない。42分に
は、小矢部Ｒの#14早田吉が３点目を入れ、福井クを突き放す。１点が遠い福井クは、44
分ゴール前で好機を逃し得点することができない。第４Ｑは両者得点することができず、０
－３で小矢部Ｒが勝利した。

テクニカルオフィサー 大橋俊彦
アンパイア

成田健一
ジャッジ 藤田聡真 児玉茂樹

分 5 敗

得点
福井ク→

小矢部Ｒ→16分#4太田、24分#4太田、42分#14早田吉

1 シュート数 5 5 勝 03 勝 2 分 4 敗

第３試合 Ｂ

福井クラブ 0 3 小矢部ＲＥＤ　ＯＸ

勝点 11 勝点 15
0 PC 3


